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6 会社の支配に関する基本方針
　当社では、会社の財産及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は、特に定めておりません。
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連 結 計 算 書 類

連結貸借対照表 （単位：千円）

科目 第12期
平成28年9月30日現在

資産の部
流動資産 11,354,902
　　現金及び預金 6,799,181
　　受取手形及び売掛金 1,059,042
　　有価証券 2,404,967
　　商品及び製品 577,447
　　仕掛品 5,462
　　原材料及び貯蔵品 268,867
　　繰延税金資産 119,929
　　その他 123,420
　　貸倒引当金 △3,415
固定資産 4,171,103
　有形固定資産 2,472,327
　　建物及び構築物 877,061
　　機械装置及び運搬具 362,061
　　工具、器具及び備品 186,352
　　土地 929,988
　　建設仮勘定 896,071
　　リース資産 32,455
　　減価償却累計額 △811,663
　無形固定資産 1,237,623
　　のれん 730,301
　　その他 507,321
　投資その他の資産 461,152
　　投資有価証券 289,342
　　差入保証金 72,796
　　繰延税金資産 48,973
　　その他 50,039
資産合計 15,526,005

科目 第12期
平成28年9月30日現在

負債の部
流動負債 1,611,645
　　買掛金 247,521
　　短期借入金 12,651
　　未払金 983,171
　　リース債務 4,110
　　未払法人税等 233,848
　　賞与引当金 17,520
　　その他 112,822
固定負債 491,630
　　長期借入金 59,468
　　退職給付に係る負債 10,069
　　資産除去債務 49,363
　　リース債務 3,825
　　繰延税金負債 368,905
負債合計 2,103,276
純資産の部
株主資本 13,407,995
　資本金 4,862,520
　資本剰余金 6,685,910
　利益剰余金 2,090,961
　自己株式 △231,396
その他の包括利益累計額 △15,822
　その他有価証券評価差額金 △213
　為替換算調整勘定 △15,608
新株予約権 15,360
非支配株主持分 15,196
純資産合計 13,422,729
負債・純資産合計 15,526,005

(注)金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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連結損益計算書 （単位：千円）

科目
第12期

平成27年10月 1 日から
平成28年 9 月30日まで

売上高 11,103,230

売上原価 2,966,454

　　売上総利益 8,136,775

販売費及び一般管理費 7,442,820

　　営業利益 693,955

営業外収益

　　受取利息 28,483

　　助成金収入 154,516

　　受取手数料 30,620

　　持分法による投資利益 23,532

　　その他 19,372 256,525

営業外費用

　　支払利息 2,312

　　株式交付費 434

　　その他 3,227 5,974

　　経常利益 944,506

特別利益

　　新株予約権戻入益 54 54

特別損失

　　減損損失 25,188 25,188

税金等調整前当期純利益 919,371

法人税、住民税及び事業税 398,287

法人税等調整額 △144,343 253,944

当期純利益 665,427

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △7,916

親会社株主に帰属する当期純利益 673,344

(注)金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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計 算 書 類

貸借対照表 （単位：千円）

科目 第12期
平成28年9月30日現在

資産の部
流動資産 10,074,641
　　現金及び預金 5,515,018
　　売掛金 988,768
　　有価証券 2,404,967
　　商品及び製品 306,290
　　原材料及び貯蔵品 326,586
　　前渡金 249,816
　　前払費用 58,677
　　繰延税金資産 31,895
　　その他 196,036
　　貸倒引当金 △3,415
固定資産 3,853,800
　有形固定資産 765,068
　　建物 112,177
　　構築物 15,814
　　機械及び装置 6,192
　　車両運搬具 3,451
　　工具、器具及び備品 136,017
　　建設仮勘定 632,601
　　減価償却累計額 △141,186
　無形固定資産 110,836
　　ソフトウエア 107,778
　　特許権 2,232
　　その他 825
　投資その他の資産 2,977,895
　　投資有価証券 200,060
　　関係会社株式 2,256,587
　　関係会社長期貸付金 376,800
　　差入保証金 65,784
　　建設協力金 34,952
　　長期前払費用 7,217
　　繰延税金資産 36,494
資産合計 13,928,441

科目 第12期
平成28年9月30日現在

負債の部

流動負債 1,169,860

　　買掛金 299,207

　　未払金 713,317

　　未払費用 55,863

　　未払法人税等 48,704

　　前受金 29,148

　　預り金 23,372

　　その他 247

固定負債 45,334

　　資産除去債務 45,334

負債合計 1,215,194

純資産の部

株主資本 12,696,901

　資本金 4,862,520

　資本剰余金 6,685,910

　　資本準備金 6,685,910

　利益剰余金 1,379,867

　　その他利益剰余金 1,379,867

　　　繰越利益剰余金 1,379,867

　自己株式 △231,396

評価・換算差額等 985

　その他有価証券評価差額金 985

新株予約権 15,360

純資産合計 12,713,247

負債・純資産合計 13,928,441

(注)金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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損益計算書 （単位：千円）

科目
第12期

平成27年10月 1 日から
平成28年 9 月30日まで

売上高 8,512,742

売上原価 2,920,065

　　売上総利益 5,592,676

販売費及び一般管理費 5,211,158

　　営業利益 381,518

営業外収益

　　受取利息 34,090

　　助成金収入 84,183

　　受取手数料 21,500

　　その他 18,796 158,570

営業外費用

　　支払利息 327

　　株式交付費 434

　　その他 3,083 3,845

　　経常利益 536,243

特別利益

　　新株予約権戻入益 54 54

特別損失

　　関係会社株式評価損 40,584 40,584

税引前当期純利益 495,712

法人税、住民税及び事業税 143,328

法人税等調整額 △18,186 125,142

当期純利益 370,569

(注)金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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監査報告

連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成28年11月14日

株式会社ユーグレナ
取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中塚　亨　　 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古谷　大二郎 ㊞

　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、株式会社ユーグレナの平成２７年１０月１日から平成２８年９月３０日
までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表につ
いて監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示するこ
とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結
計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施するこ
とを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の
判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査
手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計
方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれ
る。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社ユーグ
レナ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示
しているものと認める。
強調事項
　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載されているとおり、連結子会社である八重山殖産株式会社の
藻類生産設備に係る有形固定資産の減価償却方法については、従来、同社は定率法を採用していたが、当連結会計年度より定額法に
変更している。
　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成28年11月14日

株式会社ユーグレナ
取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中塚　亨　　 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古谷　大二郎 ㊞

　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ユーグレナの平成２７年１０月１日から平成２８年９月
３０日までの第１２期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその
附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明す
ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当
監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、
これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及
び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成27年10月1日から平成28年9月30日までの第12期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成
した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等
及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他
の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報
告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及びその
子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める
体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及
び使用人等からその構築及び運用の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ
とを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28
日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表）について検討いたしました。

2．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記

載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
⑶　連結計算書類の監査結果

　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
平成28年11月22日

株式会社ユーグレナ　監査役会

常勤監査役 多　喜　良　夫 ㊞
監査役（社外監査役）玉　置　雄　三 ㊞
監査役（社外監査役）山　内　政　幸 ㊞

以　上

43

監査役会の監査報告



東京大学
内閣府のImPACTにて

ユーグレナ
変異体の研究

JA全農
脱脂ユーグレナ
の飼料活用に
向けた研究

いすゞ自動車
バイオディーゼル
燃料開発

全日本空輸
バイオジェット燃料
給油等の提案 伊藤忠エネクス

バイオ燃料製造
実証設備
燃料調達

千代田化工建設
バイオ燃料製造
実証設備
設計・建設

横浜市
バイオ燃料製造
実証設備建設・
運営への支援

三重県多気町
大規模培養
プール建設・
運営への支援

佐賀市
CO2の分離・
回収と藻類培養
への利用

近畿大学
効率的な
培養技術に
関する研究

Chevron 
Lummus Global LLC
バイオ燃料製造
実証設備

ライセンス供与

ユーグレナ研究及び
事業開発・推進

●エネルギー・環境事業
　当事業では、複数の大学・民間企業との事業提携及び共同研究体制を構築し、ユーグレナを活用した事業開発及び生産
技術開発を行っております。燃料事業においては、原料となるユーグレナの培養技術に関する研究開発に加えて、バイオ
ジェット・ディーゼル燃料の実用化を目指して実証プラントを建設・運営する「国産バイオ燃料計画」を発表しております。

▲

当社の事業について
●ヘルスケア事業
　当事業では、石垣産ユーグレナ入り食品の製造及び販売ならびに石垣産ユーグレナを加水分解したユーグレナエキスを活
用した化粧品の製造販売を行っております。原料製造は当社で行い、食品及び化粧品の製造は外注先に委託しております。
販売については、食品は自社ブランドであるユーグレナ・ファームの商品の販売のほか、OEM取引先向けの受託製造等を
行っております。化粧品は自社ブランド「B.C.A.D.（ビー・シー・エー・ディー）」シリーズやスキンケア新ブランド「one
（ワン）」の販売等を行っております。

ユーグレナ・ファームの緑汁 飲むミドリムシ B.C.A.D.シリーズ
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▶ユーグレナカレンダー（2015年10月～2016年9月）

10月
2015年 11月 12月 1月

2016年 2月 3月

メンズスキンケアシリーズ
『B.C.A.D. HOMME（オム）
トータルエマルジョン』を発売

10月
栄養豊富な藻（アルジー）を
使ったバータイプのグラノー
ラ「アルジーバー」を発売

2月

微細藻類ユーグレナの継続摂取により関節リウマチの
症状緩和を示唆する研究結果を確認

11月

植物由来の油から炭化水素
燃料を効率的に生成するこ
とができる研究結果を確認

石垣市、自由が丘商店街振興
組合、産業能率大学と当社4
者間で連携協力協定を締結

3月3月

ユーグレナグループの八
重山殖産が食品安全マ
ネジメントシステム規格
「FSSC 22000」を取得

12月
2020年に向けた国産バイオジェット・ディーゼル
燃料の実用化計画『国産バイオ燃料計画』を発表

12月
石垣産ユーグ
レナ入りの犬用
「食欲ケアゼ
リー」を発売

3月
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4月 5月 6月 7月 8月 9月

JA全農と微細藻類ユーグレナの飼料活用
に向けた共同研究契約を締結

経済産業省資源エネルギー庁「平成28
年度微細藻類燃料生産実証事業費補助
金」にて株式会社ユーグレナが補助事
業者として選定

油を多く産生する
ユーグレナ変異体
を選抜する品種改
良法の開発に成功

微細藻類ユーグ
レナのロタウイ
ルス増殖抑制効
果を確認

4月 5月

5月 5月

都内初、ユーグレナプロデュースの
飲食店「ユーグレナビアガーデン」
を東急百貨店吉祥寺店にオープン！

スキンケアの新ブランド『one
（ワン）』より第一弾商品「one 
オールインワンクリーム」を
発売

国内最大級の燃料用微
細藻類培養プールを三
重県多気町に建設する
『バイオ燃料用藻類生産
実証プロジェクト』の実
施を発表

5月

5月

9月

川島海荷さんを起用した
テレビCMを放映開始

5月

ユーグレナ入りサ
プリの新シリーズ
『メディカプラス』
を発売

5月

初のヘアケアブランド
『B.C.A.D. HAIR』より
シャンプーとトリート
メントパックを発売

6月
東京大学、千葉大学と当社
が行った研究成果が科学誌
「nature microbiology」
誌に掲載

8月
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東京都千代田区丸の内三丁目5番1号
東京国際フォーラム　ホールB7
※お土産等配布の予定はございません。

株主総会会場ご案内図

交通手段のご案内

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

JR　山手線　京浜東北線
　　 有楽町駅
　 　 国際フォーラム口より徒歩3分

東京メトロ
　　 有楽町線 有楽町駅
　 　 D5出口より地下1階にて連絡 徒歩3分

〈ご参考〉
JR東京駅 丸の内南口より徒歩5分

（京葉線・東京駅4番出口より地下1階にて連絡）
東京メトロ 日比谷線 日比谷駅 徒歩5分 銀座駅 徒歩6分

銀座線 銀座駅 徒歩7分 京橋駅 徒歩7分
千代田線 日比谷駅 徒歩7分
丸ノ内線 銀座駅 徒歩5分

都営地下鉄 三田線 日比谷駅 徒歩5分

株式会社ユーグレナ

地上１階

地下１階

JR有楽町駅

東京メトロ有楽町線有楽町駅

ホールB7行
エスカレーター

ホール
Ａ

ガラス棟

ホール
B7

ホール
Ｃ

ホール
Ｄ

地下コンコース

地上行エレベーター

東京国際フォーラム 施設ガイド

ホールB7

東京
メト
ロ丸
ノ内
線

東京
メト
ロ日
比谷
線

都営地下鉄三田線

東京メトロ千代田線

東京
メト
ロ有
楽町
線

東京国際フォーラム

有楽町駅

丸の内南口

松屋

ソニービル

日比谷駅

日比谷駅

日比谷駅

銀座駅 銀座駅

銀座駅

京橋駅

ビックカメラ

KITTE

有楽町マリオン

プランタン

帝国劇場

銀座一丁目駅銀座一丁目駅

JR京葉線
東京駅

JR東京駅

JR有楽町駅

東京駅
4番出口

国際フォーラム口

D5出口（地下1階）
東京メトロ銀座線




